資料⑧2005年PEⅣシラバス・指導内容

2005高知西

学校設定科目「パワー・イングリッシュⅣ」の

シラバスと指導方法の概要

1） シラバス

	教科名
	科目名
	学年・クラス
	単位数
	備考

	英　語
	Power EnglishⅣ
	３年・英語科
	２
	６０時間(４分割少人数)

	到達目標
	PEⅠ・Ⅱ・Ⅲで身に付けたコミュニケーションスキルをさらに向上させることを目標とする。前期は、あるトピックで英文パラグラフが論理的に書けるようになることを目指す。後期は、初歩的なディスカッションが英語でできる技術・能力を身に付けることを目指す。

＜パラグラフ・ライティングのゴール＞

あるトピックについて、２０分程度で１００～１５０字程度の１つの英文パラグラフを、論理的な展開で書ける。

＜ディスカッションの段階別ゴール＞

①身近で簡単なトピックについて、グループでのミニ・ディスカッションが５分間できる。

②身近で社会的なトピックについて、グループでのミニ・ディスカッションが１０分間できる。

③社会的なトピックについて、グループでのミニ・ディスカッションが１５分間できる。

	使用教科書
	Writing English Paragraph(英潮社)

	使用副教材
	後期：英会話・ぜったい・音読、CrownⅠ・Ⅱ、Planet Blue Reading

	授業方法

と流れ
	パラグラフ・ライティング

①テキスト読解・音読、②テキスト中の練習問題、③英作文

ディスカッション

①音読やシャドーイングなどを取り入れたウオームアップ活動（導入）

②ディスカッション活動

③評価活動（その日の活動を振り返る活動）

	評価の方法
	日常の活動（下記①②）、定期試験（下記③）から総合的に評価する。

①授業中の活動の評価

　　各種ウオームアップ活動、ディスカッション活動を評価する。

②日常の活動のポートフォリオ評価

　　授業中の活動、提出物などをファイルに記録し、整理する。

③定期考査

　　筆記試験（読む・書く）と面接試験（話す・聞く：３分間スピーキングテスト）を行う。

	考査等の

出題範囲
	①中間考査の内容

筆記ﾃｽﾄ：　Planet Blueから、語彙・文法・内容理解に関して理解度をみる出題を行う。また、ディスカッションは、授業で扱った簡単なトピックについて賛否、意見、考えを書く出題を行う。

面接ﾃｽﾄ：　1分間ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ(Planet Blueから100～130語のパラグラフを用いて)

②期末考査の内容

筆記ﾃｽﾄ：　Planet Blueから、語彙・文法・内容理解に関して理解度をみる出題を行う。また、ディスカッションは、授業で扱った簡単なトピックについて賛否、意見、考えを書く出題を行う。

面接ﾃｽﾄ：　1分間ｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ(Planet Blueから100～130語のパラグラフを用いて)、3分間ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞﾃｽﾄ。

	履修上の

留意点
	授業履修者は、以下の４点を徹底すること。

①家庭学習　　　②学習記録　　③授業への積極的参加　　④疑問解明
毎日、新聞を読み、現代社会の問題や課題に関する知識を身に付けること。


2） 年間計画

	時期
	内容
	配当
	指導上の留意点

	4月
	ガイダンス１
	・ゴール、学習方法、評価方法

・3年間の指導システムの中での位置付け

・GEⅡとの関連

・クラス分け（ALTクラス、JTEクラス）

・添削記号の説明
	１
	・シラバスの徹底

・評価方法ハンドアウト配布

・ファイル配布

	
	Chapter１
	The English Paragraph
	２
	

	
	Chapter２
	The Topic Sentence
	２
	

	5月
	Chapter３
	Characteristics of a Good Paragraph
	３
	

	
	Chapter４
	Descriptive Paragraphs
	２
	

	6月
	Chapter５
	Narrative Paragraphs
	３
	・考査予告ハンドアウト

	
	中間考査
	・筆記テスト
	１
	・ポートフォリオの評価

	
	Chapter６
	Personal Paragraphs
	２
	

	
	Chapter７
	Illustration
	２
	

	
	Chapter８
	Classification
	２
	

	7月
	Chapter９
	Cause and Effect (1)
	３
	

	8月
	ガイダンス２
	・新ALTの自己紹介

・評価方法の変更
	１
	・新評価方法ハンドアウト

	
	Chapter10
	Cause and Effect (2)
	２
	

	9月
	Chapter11
	Comparison
	２
	・考査予告ハンドアウト

	
	期末考査
	・筆記テスト

・西高スピーキングテスト（トピック増）
	２
	・ポートフォリオの評価

・クラス変更希望の調査

	10月
	テスト返却
	・テスト返却と模範解答

・ディベート
	１
	・ディベートチームの決定

	
	ディベート
	・論題、ルール、日程の説明

・読み教材

・クラス試合
	４
	・ディベート資料配布

	
	Chapter12
	Contrast
	２
	

	11月
	Chapter13
	Comparison and Contrast
	２
	

	
	Chapter14
	Problem-Solution
	２
	

	
	Chapter15
	From Paragraph to Essays
	２
	

	12月
	ディスカッション
	・ディスカッション授業方法の説明

・毎回複数のトピックでディスカッション
	３
	・考査予告ハンドアウト

	
	考査・返却
	・筆記テスト

・西高スピーキングテスト（ディスカッション式）
	３
	

	1月
	ディスカッション
	・毎回複数のトピックでディスカッション

・生徒準備のトピックでのディスカッション
	６
	


3） 授業展開

	Day
	Time
	Activities
	Students
	Teachers

	Day1
	15mins
	Reading & Explanation
	Students read the textbook before the class.

Students listen to their teacher.

Students understand the main idea of the chapter.
	A teacher explains the main idea of the chapter in a different/shorter way by using the textbook.

A teacher asks students what the main idea is in the chapter.

	
	15mins
	Exercise
	Students try one or two exercises.
	Teachers choose some of all the exercises for this  

A teacher asks some students their answers.

	
	15mins
	Writing

(Composition Practice)
	Students try Composition Practice.
	A teacher gives some necessary advice.

A teacher collects students’ compositions.

	Correction of the compositions
	A teacher read all of the compositions and check them by using the Writing Correction Symbols.

A teacher makes a feedback-handout where typical errors are shown.

	Day2
	20mins
	Feedback for a better composition
	Students receive their compositions and a feed-back handout.
	A teacher returns compositions to students with a feed-back handout.

A teacher explains what the typical errors they did were/ how they can correct their errors by using the feed-back handout.

	
	25mins
	Re-writing
	After the teacher’s guidance, students try re-writing their compositions.
	A teacher gives some necessary advice.

A teacher collects students’ final compositions.

If some of the students don’t finish re-writing, tell them to turn in them by the deadline.


4） 添削指導の方法

手順

１）１日目の生徒のComposition Practiceを読む。

２）添削記号（Correction Symbols）を用いて添削を行う。

３）複数の生徒に共通するエラーを見つけ、フィードバック用ハンドアウトにまとめる。

４）２日目のフィードバックの時間において全体への指導を行う。

	No
	Symbols
	Descriptions

	1
	V
	Error on <verbs / verbal phrases / subject-verb / tense / be / have / ect.>

	2
	^
	Missing word (if the sentence is completed with suitable words, they will be better.)

	3
	WW
	Wrong(unnecessary) word or phrase

	4
	SS
	Error on <sentence structure>

	5
	??
	Wrong expressions / Expressions which teachers can’t understand

	6
	( )
	Singular or plural / small or capital / spellings / informal


5） 評価・成績

	When
	Participation in lessons
	Composition Practice
	Exam

	1st Semester
	5 chapters × 4 points

(20 points)
	5 compositions × 6 points

(30 points)
	Mid-term (50 points)

-reading

-writing

	
	5 chapters × 4 points

(20 points)
	5 compositions × 6 points

(30 points)
	Term-end (50 points)

-reading

-writing

	2nd Semester
	5 chapters × 4 points

(20 points)
	5 compositions × 6 points

(30 points)
	Mid-term (30 points)

-reading

-writing

	
	Discussion

(10 points)
	Compositions after discussion

(10 points)
	



Attention !! (8月30日からEvaluation / Gradingの方法が以下のように変わります)

	When
	Participation Points
	Composition Practice Points
	Exam

	1st Semester
	5 chapters (10classes) × 2 points

(20 points)
	5 compositions × 6 points

(30 points)
	Mid-term (50 points)

-reading

-writing

	
	6 chapters (12classes) × 2 points(0-1-2)

0---absent

1---did so so

2---did very well

(24 points)
	6 first drafts × 3 points(0-1-2-3)

6 final drafts × 3 points(0-1-2-3)

0---didn’t submit composition

1---ignored the key points

2---incomplete organization

including the key points

less than 100 words

3---complete organization

    including the key points

    more than 100 words
(36 points)
	Term-end (40 points)

-reading

-writing

	2nd Semester
	Debate (5 points)

FLOW SHEET / MC / TK
	Debate (10 points)

Win / Speech Drafts / Rebuttal cards
	Mid-term (49 points)

-reading

-writing

	
	3 chapters (6 classes) × 2 points(0-1-2)

(12 points)
	3 first drafts × 3 points(0-1-2-3)

3 final drafts × 3 points(0-1-2-3)

(18 points)
	

	
	3 discussion classes × 2 points(0-1-2)

(6 points)
	3 compositions × 3 points(0-1-2-3)

(6 points)
	


6） ４～７月までの成果と課題

成果
　①大半の生徒が英文パラグラフの構成（導入→考察→結論）を意識しながら書けるようになった。

　②大半の生徒が20分程度で80～100語程度の１つの主題文を持つ１つのパラグラフを書けるようになった。

　③アメリカやイギリスの社会・文化に親しむと同時に、日本社会・文化に目を向けることができた。

課題
　①余力が十分あるのに、簡単な内容で書き終える生徒がいる。

　②一応出席したら出席点がもらえるので、それに甘んじて積極的に取り組まない生徒がいる。

　③生徒が作文に取り組んでいる時、何か効果的なフィードバック方法・指導方法はないか？

　④担当者であるALTが変更になると、ALT教育のための時間が必要になる。

解決策
　課題①に関して

　　・８月から、作文を評価する方法を変更した。（P.3）

　課題②に関して

　　・８月から、授業参加を評価する方法を変更した。（P.3）

　課題③に関して

　　・８月以降は、生徒が作文を書いている時、書いている生徒の妨げにならない程度に積極的に机間巡視を行い、「いい表現」「共通のエラー」等をできるだけその場で発見し、その場で生徒に伝える方法を試みている。具体的には、机間巡視の際見つけた表現を静かに黒板に板書するという方法。生徒には、予め「チョークの音がしたら、時々黒板を見てみるように」と指示をしておく。

課題④に関して

　・指導方法に関する打ち合わせ、TTの実施、など。
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